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野村世界好配当株投信 
（確定拠出年⾦向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第17期（決算日2021年10月11日） 
 

作成対象期間（2020年10月13日～2021年10月11日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間 2005年５月30日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

世界各国の株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 
安定した配当収益の確保に加え中長期的な値上がり益の獲得を目指します。世界を「北米」「欧州」「アジア・オセアニア（日本を含む）」
の三地域に分割し、各地域への投資比率は概ね各地域の先進国市場の投資可能な時価総額構成比に準じた比率とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行ないません。 

主な投資対象 

野村世界好配当株投信 
（確定拠出年金向け） 

世界好配当株投信 マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があ
ります。 

世界好配当株投信 
マザーファンド 

世界各国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村世界好配当株投信 
（確定拠出年金向け） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

世界好配当株投信 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益等から、基準価額水準等を勘案して、分配を行ないます。留
保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参考指数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

13期(2017年10月10日) 19,812 10 25.1 27.2 97.7 － － 6,138 

14期(2018年10月10日) 21,042 10 6.3 6.6 98.0 － － 7,311 

15期(2019年10月10日) 20,471 10 △ 2.7 △ 5.2 97.0 － － 8,056 

16期(2020年10月12日) 21,429 10 4.7 12.7 96.8 － － 9,151 

17期(2021年10月11日) 28,128 10 31.3 32.3 96.5 － － 12,874 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

＊ 参考指数（＝MSCIワールド・インデックス・フリー（円換算ベース））は、MSCI World Index Free（現地通貨ベース）をもとに、当社が

独自に円換算したものです。なお、算出にあたっては、基準価額への反映を考慮して、営業日前日の指数値を営業日当日の対顧客電信売

買相場仲値で円換算しております。 

＊ MSCI World Index Freeは、MSCIが開発した指数です。 

同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停

止する権利を有しています。 

（出所）MSCI、ブルームバーグ 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2020年10月12日 21,429 － － 96.8 － － 

10月末 19,847 △ 7.4 △ 6.3 97.8 － － 

11月末 22,384 4.5 4.4 96.0 － － 

12月末 22,759 6.2 7.3 96.1 － － 

2021年１月末 23,358 9.0 9.3 96.2 － － 

２月末 24,064 12.3 12.9 96.1 － － 

３月末 26,334 22.9 20.0 95.3 － － 

４月末 26,864 25.4 24.8 95.9 － － 

５月末 27,736 29.4 26.4 95.6 － － 

６月末 27,792 29.7 29.3 95.7 － － 

７月末 27,865 30.0 30.7 96.0 － － 

８月末 28,282 32.0 33.8 96.3 － － 

９月末 27,886 30.1 31.0 96.1 － － 

(期  末)       

2021年10月11日 28,138 31.3 32.3 96.5 － － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2020年10月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 参考指数は、MSCIワールド・インデックス・フリー（円換算ベース）です。参考指数は、作成期首（2020年10月12日）の値が基準価額

と同一となるように計算しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（下 落） 欧米での新型コロナウイルス感染再拡大が懸念されたこと 
（上 昇） 米大統領選で民主党のバイデン候補が優勢となったこと、米議会選で共和党が上院

で過半数を維持する見通しとなり、民主党が掲げる規制強化への懸念が和らいだこ
と、英国とEU（欧州連合）の通商交渉の合意を好感したこと、市場予想を上回る2020
年10-12月期米企業決算や、欧米各国の経済指標などを好感したこと、バイデン米政
権による1.9兆ドル（約200兆円）規模の「米国救済計画」の成立を好感したこと、ECB
（欧州中央銀行）が金融緩和を強化する姿勢を示したこと、堅調な2021年１-３月期
米企業決算を好感したこと、為替市場で米ドル高・円安が進行したこと 

（横ばい） FOMC（米連邦公開市場委員会）の結果を受けて米金融政策の正常化が早まるとの見
方が強まったこと、新型コロナウイルスの感染再拡大が警戒されたこと、市場予想
を下回った８月の米経済指標を受けて、景気の先行き不透明感が意識されたこと、
中国の大手不動産会社の債務問題を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まったこと、
米長期金利が上昇したこと、一方、パウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長が利
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野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）

上げを急がない姿勢を示したこと、市場予想を上回る４-６月期米企業決算を好感し
たこと、FOMCの結果を受けて量的金融緩和の早期縮小観測が後退したこと、FDA（米
食品医薬品局）が一部の新型コロナウイルスワクチンを正式承認したことで、ワク
チン接種が進展すれば米経済活動の再開が進むとの見方が台頭したこと、米債務上
限の引き上げについて、民主党と共和党の間で合意が成立したこと、為替市場で米
ドル高・円安が進行したこと 

 

○投資環境 
当期の世界の株式市場は、欧米での新型コロナウイルス感染再拡大が懸念され下落して始ま

りました。2020年11月に入ると、米大統領選で民主党のバイデン候補が優勢となる一方、議会
選では共和党が上院で過半数を維持する見通しとなり、民主党が掲げる規制強化への懸念が和
らいだことから上昇しました。その後も、英国とEUの通商交渉の合意や、市場予想を上回る
10-12月期米企業決算、また、欧米各国の経済指標などを好感し、上昇基調を維持しました。
2021年２月中旬以降、米長期金利の上昇が嫌気され下落しましたが、３月に入ると、1.9兆ドル
規模の「米国救済計画」の成立や、ECBが金融緩和を強化する姿勢を示したことなどから上昇
に転じました。その後、一部新興国で新型コロナウイルスの感染拡大が警戒されたものの、堅
調な１-３月期米企業決算を受けて続伸しました。５月には、米国でインフレ懸念が台頭し、
米金融政策の正常化を巡る不透明感から一進一退の動きとなりましたが、その後の長期金利の
低下を好感し、上昇しました。６月中旬以降、FOMCの結果を受けて米金融政策の正常化が早
まるとの見方が強まり下落する場面もありましたが、パウエルFRB議長が利上げを急がない姿
勢を示したことから持ち直しました。７月中旬、新型コロナウイルスの感染再拡大への警戒感
から再度下落したものの、下旬にかけては、市場予想を上回る４-６月期米企業決算や、FOMC
の結果を受けた量的金融緩和の早期縮小観測の後退などを背景に反発しました。その後も、
FDAが一部の新型コロナウイルスワクチンを正式承認したことで、ワクチン接種が進展すれば
米経済活動の再開が進むとの見方が台頭したことから続伸しました。しかし、９月に入ると、
米国での新型コロナウイルスの感染再拡大や市場予想を下回った８月の米経済指標を受けて、
景気の先行き不透明感が意識されたことや、中国の大手不動産会社の債務問題を背景に投資家
のリスク回避姿勢が強まったことなどから下落に転じました。10月以降、当期末にかけては、
米債務上限の引き上げについて、民主党と共和党の間で合意が成立したことが好感され上昇
し、当期において世界の株式市場は上昇しました。 
一方、為替市場では、2021年１月下旬以降、堅調な米企業業績や経済指標を好感したことや、

米国での新型コロナウイルスのワクチン接種進展による景気回復期待の高まりなどから長期
金利が上昇したことで、日米金利差が意識される中、米ドル高が急速に進行し、当期において
は米ドル高・円安となりました。 
 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）］ 
主要投資対象である［世界好配当株投信 マザーファンド］受益証券を、期を通じておおむ

ね高位に組み入れました。 
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［世界好配当株投信 マザーファンド］ 

・組入比率 

株式（投資信託証券を含む）組入比率はおおむね高位を維持しました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 地域別比率につきましては、北米、欧州、アジア・オセアニア（日本を含む）の三地域

の投資比率が、おおむね各地域の先進国市場の投資可能な時価総額構成比に準じたもの

になるように留意しながら運用しました。 

（２） 業種別比率につきましては、収益力や増配の継続性、および配当利回りで見た割安度の

判断から、ヘルスケアや生活必需品などをオーバーウェイト（参考指数に比べ高めの投

資比率）としました。一方、一般消費財・サービスやITなどをアンダーウェイト（参考指

数に比べ低めの投資比率）としました。 

（３） 銘柄につきましては、収益の安定性と資本政策に対する信頼度が高く、配当利回りの観

点から割安と判断したMICROSOFT CORP（米国/ソフトウェア）、ROCHE HOLDING

（GENUSSCHEINE）（スイス/医薬品）、CISCO SYSTEMS（米国/通信機器）、JOHNSON & 

JOHNSON（米国/医薬品）、PHILIP MORRIS INTERNATIONAL（米国/タバコ）などを組入

上位銘柄としました。 

（４） 為替につきましては、ヘッジ（為替の売り予約）はしておりません。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません｡ 

コメント・グラフは､基準価額と参考指数の

騰落率の対比です｡ 

 

当期は、参考指数としているMSCIワールド・

インデックス・フリー（円換算ベース）が32.3％

の上昇となったのに対して、基準価額は31.3％

の上昇となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①業種別では、業績見通しと比べ株価の割安度

が高いことからオーバーウェイトとしてい

た金融セクターの株価騰落率が参考指数を

上回ったこと、素材セクター内での銘柄選択

効果がプラスに寄与したこと 
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②個別銘柄では、無配銘柄であることから非保有としていた米国の一般消費財・サービス株の

株価騰落率が参考指数を下回ったこと、業績見通しと比べ株価の割安度が高いことなどから

オーバーウェイトとしていた米国の金融株の株価騰落率が参考指数を上回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①業種別では、収益力や増配実績、および配当利回りで見た割安度の判断からオーバーウェイ

トとしていた生活必需品セクターの株価騰落率が参考指数を下回ったこと、コミュニケー

ション・サービスセクター内での銘柄選択効果がマイナスに影響したこと 

②個別銘柄では、相対的に配当利回りが高いことや過去からの増配実績を評価してオーバー

ウェイトとしていた米国のコミュニケーション・サービス株や、収益の安定性と過去からの

増配実績などを評価してオーバーウェイトとしていた英国の生活必需品株などの株価騰落

率が参考指数を下回ったこと 

 

 

◎分配金 

（１） 収益分配金につきましては、配当等収益を中心に１万口当たり10円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第17期 

2020年10月13日～ 
2021年10月11日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.036％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 21,105  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［世界好配当株投信 マザーファンド］ 

運用チームは、当ファンドの投資方針である安定的な配当収入を得ながら中長期の値上がり

益の獲得を目指すために、長期にわたって自信を持って保有できる配当実績のある優れた企業

の株式を配当利回りで見て割安な水準で投資していくことを目指します。企業業績の「果実」

である現金配当を分配金の形で定期的に得ながら、短期的な値動きに左右されず中長期で株価

の値上がり益を狙いたい投資家の方々を念頭に今後も運用を行なってまいります。 

ポートフォリオの構築に際しては、①原材料価格、輸送費や人件費の上昇、サプライチェー

ン（供給網）の混乱が各企業の業績に悪影響を及ぼすような状況、②中国の大手不動産会社の

債務問題や原油、天然ガス価格の上昇と電力不足がもたらす景気減速、③新型コロナウイルス

のワクチン接種の進展により、経済活動の正常化が視野に入るなかで株式市場の投資動向が大

きく変化するような状況、などのリスク要因も意識した上で、 

（１） 安定した収益力と増配実績が確認でき、今後も業績の拡大が期待できる企業群、 

（２） 景気変動の波を超えて収益を生み出せる、差別化された商品や技術力、あるいはビジネ

スモデルを持った企業群、 

（３） 経営改革に注力し、収益性や株主還元策の改善が期待できる企業群、 

などに注目していく方針です。 

当ファンドで保有する企業の多くは収益基盤を着実に拡大させている一方、比較的多額の現

金を保有していることから、引き続き増配や自社株買い戻しによる株主還元の拡大が期待され

ます。運用チームは、弊社のグローバル調査体制を活用し、企業とのコンタクトを通じて、「質

の高い企業を、配当利回りで見て割安な水準で買う」というシンプル、かつ有効性を示す実証

分析が多い投資手法に注目することで、運用資産の長期的な成長を目指してまいります。 

また、引き続き株式の組入比率を高位に保ち、北米、欧州、アジア・オセアニア（日本を含

む）の三地域への投資比率が、おおむね各地域の先進国市場の投資可能な時価総額構成比に準

じたものになるようにすることで、通貨分散を図りながら運用資産の長期的な成長を目指して

まいります。 

なお、ファンドは組入外貨建資産について為替ヘッジを行なわないことを基本とします。 

 

［野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）］ 

主要投資対象である［世界好配当株投信 マザーファンド］受益証券の組み入れを高位に維

持し、基準価額の向上に努めます。 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

  



品 名：90001_400033_017_02_野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）_888273.docx 

日 時：2021/11/4 12:55:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）

○１万口当たりの費用明細 (2020年10月13日～2021年10月11日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 279  1.097  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (139)  (0.548)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (112)  (0.439)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 28)  (0.110)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.033   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.033)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 7   0.026   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  7)  (0.026)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.016   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.013)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 298   1.172    

期中の平均基準価額は、25,430円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）

○売買及び取引の状況 (2020年10月13日～2021年10月11日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
世界好配当株投信 マザーファンド 427,345 1,463,808 235,910 768,835 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2020年10月13日～2021年10月11日) 

 

項 目 
当 期 

世界好配当株投信 マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 47,079,015千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 45,271,642千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.03   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年10月13日～2021年10月11日) 

 

＜野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜世界好配当株投信 マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 22,220 25 0.1 24,858 54 0.2 

平均保有割合 23.7%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,623千円 
うち利害関係人への支払額（B） 9千円 

（B）／（A） 0.3％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2021年10月11日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界好配当株投信 マザーファンド 3,241,738 3,433,173 12,848,651 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2021年10月11日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界好配当株投信 マザーファンド 12,848,651 99.2 

コール・ローン等、その他 108,901 0.8 

投資信託財産総額 12,957,552 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊世界好配当株投信 マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（47,472,855千円）の投資信託財産総額（51,133,563千円）に対

する比率は92.8％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝112.30円、１カナダドル＝90.08

円、１英ポンド＝153.17円、１スイスフラン＝121.09円、１スウェーデンクローナ＝12.85円、１デンマーククローネ＝17.47円、１ユーロ

＝130.00円、１香港ドル＝14.43円、１シンガポールドル＝83.02円、１新台湾ドル＝3.999円、１豪ドル＝82.19円。 

 

  

親投資信託残高 
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野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年10月11日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 12,957,552,746   

 コール・ローン等 108,901,488   

 世界好配当株投信 マザーファンド(評価額) 12,848,651,258   

(B) 負債 83,391,340   

 未払収益分配金 4,577,070   

 未払解約金 10,879,120   

 未払信託報酬 67,731,969   

 未払利息 42   

 その他未払費用 203,139   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,874,161,406   

 元本 4,577,070,644   

 次期繰越損益金 8,297,090,762   

(D) 受益権総口数 4,577,070,644口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 28,128円 
 

（注）期首元本額は 4,270,339,622 円、期中追加設定元本額は

1,072,906,165円、期中一部解約元本額は766,175,143円、１口当

たり純資産額は2.8128円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額131,606,351円。（世界好配当株

投信 マザーファンド） 

○損益の状況 (2020年10月13日～2021年10月11日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       15,969   

 支払利息 △       15,969   

(B) 有価証券売買損益 2,756,139,909   

 売買益 3,028,795,275   

 売買損 △  272,655,366   

(C) 信託報酬等 △  122,694,222   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,633,429,718   

(E) 前期繰越損益金 1,397,555,593   

(F) 追加信託差損益金 4,270,682,521   

 (配当等相当額) (  5,627,042,976)  

 (売買損益相当額) (△1,356,360,455)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,301,667,832   

(H) 収益分配金 △    4,577,070   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,297,090,762   

 追加信託差損益金 4,270,682,521   

 (配当等相当額) (  5,633,655,710)  

 (売買損益相当額) (△1,362,973,189)  

 分配準備積立金 4,026,408,241   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2020年10月13日～2021年10月11日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2020年10月13日～ 
2021年10月11日 

a. 配当等収益(経費控除後) 299,698,192円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 2,292,057,182円 

c. 信託約款に定める収益調整金 5,633,655,710円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,439,229,937円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 9,664,641,021円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 21,115円 

g. 分配金 4,577,070円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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野村世界好配当株投信（確定拠出年金向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
 
 

○お知らせ 

世界好配当株投信 マザーファンドの運用の外部委託先のひとつであるノムラ・アセット・

マネジメントU.S.A.インク（NOMURA ASSET MANAGEMENT U.S.A. INC.）を運用の外部委託先か

ら除外し、外部委託先の報酬を変更する所要の約款変更を行ないました。 

 ＜変更適用日：2021年１月４日＞ 
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